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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡手術器具を通過させるための器具チャネルと遠位端とを有する内視鏡と共に使用
される手術装置であって、前記内視鏡が体内で手術を行うために使用されかつ体外から操
作可能であり、
　ａ）エンドエフェクタアセンブリであって、
　　ｉ）前記内視鏡の前記遠位端に配置するためのベースと、
　　ｉｉ）前記ベースから近位方向へ延び、長手軸を形成する、取付け部であって、前記
取付け部が前記器具チャネルへの挿入のために直径方向へ弾性圧縮でき、それによって、
前記弾性圧縮された取付け部の膨張力が前記内視鏡の前記遠位端に対して前記ベースを保
持し、前記取付け部が、さらに前記取付け部を長手方向に貫通し前記器具チャネルと流通
可能でありかつ前記内視鏡手術器具の通過を受容する大きさを持つ開口部を形成する、取
付け部と、
　　ｉｉｉ）前記ベースに対して回転可能なエンドエフェクタと、
　　ｉｖ）前記ベース及び前記エンドエフェクタに連結されたリンク機構と、
　 を備えるエンドエフェクタアセンブリと、
　ｂ）前記内視鏡内を通過して又はこれに近接させて体内に挿入可能な遠位端部を有する
可撓性伝達部材であって、前記可撓性伝達部材の前記遠位端部が前記リンク機構に連結さ
れ、前記可撓性伝達部材が体外からの操作によって作動される、可撓性伝達部材と、
　を備え、前記可撓性伝達部材が作動されたとき前記リンク機構が前記エンドエフェクタ
を回転させ、
　前記手術装置は、
　前記取付け部の近位部が、前記近位部を通過する前記開口部の直径を減少することなく
前記長手軸を横切る方向において先細状に小さい輪郭になる、ことを特徴とする、
　手術装置。
【請求項２】
　前記取付け部が、前記取り付け部の側壁に長手方向のスロットを含み、前記スロットの
周りで前記取付け部を弾性圧縮できることを特徴とする、請求項１に記載の手術装置。
【請求項３】
　前記長手方向のスロットが非直線的であることを特徴とする、請求項２に記載の手術装
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置。
【請求項４】
　前記取付け部の前記近位部の端面を通過して延在する平面が、前記長手軸に対して斜角
を成して延在する、ことを特徴とする、
　請求項１に記載の手術装置。
【請求項５】
　前記取付け部の前記長手方向のスロットがジグザグ形に延在することを特徴とする、請
求項１～４のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項６】
　内視鏡手術器具を通過させるための器具チャネルと遠位端とを有する内視鏡と共に使用
される手術装置であって、前記内視鏡が体内で手術を行うために使用されかつ体外から操
作可能であり、
　ａ）エンドエフェクタアセンブリであって、
　　ｉ）前記内視鏡の前記遠位端に配置されるベースと、
　　ｉｉ）前記ベースから近位方向へ延び、長手軸を形成する取付け部であって、前記取
付け部が、前記器具チャネルへの挿入のために、外径を弾性圧縮でき、これによって、弾
性圧縮した前記取付け部の膨張する力が、前記内視鏡の前記遠位端に対して前記ベースを
保持する、取付け部と、
　　ｉｉｉ）前記ベースに対して回転可能なエンドエフェクタと、
　　ｉｖ）前記ベース及び前記エンドエフェクタに連結されたリンク機構と、
　　を備えるエンドエフェクタアセンブリと、
　ｂ）前記内視鏡を介して又は内視鏡に近接させて体内に挿入できる遠位端部を有する可
撓性伝達部材であって、前記可撓性伝達部材の前記遠位端部が前記リンク機構に連結され
、前記可撓性伝達部材が体外からの操作によって作動される、可撓性伝達部材と、
　を備え、
　前記可撓性伝達部材が作動されると、前記リンク機構が前記エンドエフェクタを回転さ
せ、
　前記手術装置は、
　前記取付け部が、前記取付け部を通って長手方向に延びて前記器具チャネルと連通可能
であって前記内視鏡手術器具を通過させるサイズである、開口部と、前記取付け部の側壁
の長手方向のスロットであって前記取付け部が前記スロットの周りで弾性圧縮できるよう
にする、長手方向のスロットと、を形成し、前記長手方向のスロットが、前記側壁を通っ
て非直線的に延びる、ことを特徴とする、
　手術装置。
【請求項７】
　前記エンドエフェクタが、前記ベースに対して回転可能な針保持アームである、請求項
１～６のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項８】
　さらに、前記針保持アームに連結された針と、前記針に連結された縫合糸と、を備える
、請求項７に記載の手術装置。
【請求項９】
　さらに、前記ベースの遠位側において前記取付け部から遠位方向へ延びる組織保護部を
備える、請求項１～８のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項１０】
　前記取付け部が長手軸を形成し、かつ
　前記組織保護部が前記長手軸に対して斜角を成す遠位端を有する、ことを特徴とする、
　請求項９に記載の手術装置。
【請求項１１】
　哺乳類の身体に使用するための手術システムであって、
　ａ）近位端と、円周を形成する遠位端と、第１直径及び遠位端を持つ器具チャネルとを
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有する内視鏡であって、前記内視鏡が、体外から操作しながら前記哺乳類の体内の自然孔
へ挿入される大きさを持つ、内視鏡と、
　ｂ）前記手術装置の前記取付け部が、前記内視鏡の前記器具チャネル内に弾性的に取り
付けられている、請求項１～１０に記載の手術装置と、
　を備える、
　手術システム。
【請求項１２】
　可動針保持アームを有する縫合装置と連携して使用される針・縫合糸アセンブリであっ
て、
　ａ）針であって、
　　鋭利端部を持つ針先端部と、
　　前記針先端部に近接する第１端部と前記針先端部の反対側の第２端部とを有する針本
体と、
　を含む針と、
　ｂ）前記針本体の中へ延びて、前記針本体の中に固定される縫合糸と、
　を備え、
　前記針・縫合糸アセンブリは、
　前記針先端部が、前記鋭利端部に近接する円周捕捉溝を有し、
　前記針本体の前記第２端部が保持構造体を備え、前記針本体を前記針保持アームにおい
て着脱可能に保持できるように前記保持構造体の中へ前記針保持アームが受け入れられる
、ことを特徴とする、
　針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１３】
　前記針先端部の前記鋭利端部が、少なくとも１つの円錐形先細体によって形成されるこ
とを特徴とする、請求項１２に記載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１４】
　前記縫合糸が、第１端部及び第２端部を含み、前記第１端部が前記針本体内に完全に収
容され、かつ前記第２端部が前記針本体の外部に在ることを特徴とする、請求項１２に記
載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１５】
　前記針本体が円筒形管状体であり、縫合糸孔及び縫合糸保持タブを形成し、前記縫合糸
が前記縫合糸孔を通過して延び、前記縫合糸保持タブが前記管状体の内部へ向かって塑性
変形して、前記縫合糸の前記第１端部を前記針本体内に固定することを特徴とする、請求
項１４に記載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１６】
　前記針本体が円筒形管状体であることを特徴とする、請求項１２に記載の針・縫合糸ア
センブリ。
【請求項１７】
　前記保持構造体が、前記管状体においてカットされかつ前記管状体の内部へ向かって塑
性変形した少なくとも１つのタブによって形成されることを特徴とする、請求項１６に記
載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１８】
　前記針先端部がタブ溝を含み、前記針本体が、前記管状体の中に形成されかつ前記管状
体の内部へ向かって塑性変形して前記タブ溝に係合して前記針本体の前記第１端部におい
て前記針先端部を固定する少なくとも１つの先端部タブを含むことを特徴とする、請求項
１６に記載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項１９】
　可動針保持アームを有する縫合装置と連携して使用される針・縫合糸アセンブリであっ
て、
　ａ）針アセンブリであって、
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　　　鋭利端部を含む針先端部と、
　　　第１端部及び第２端部を有する針本体と、
　　を含む、
　針アセンブリと、
　ｂ）縫合糸と、
　を備え、
　前記針・縫合糸アセンブリは、
　前記針先端部が、捕捉溝と、タブ溝と、前記捕捉溝と前記タブ溝との間に位置付けられ
たプラグ部と、を含み、
　前記針本体が、前記第１端部に近接して設置された先端部タブと、前記針保持アームに
対して前記針本体を着脱可能に保持するための前記第２端部に近接する保持器と、前記先
端部タブと前記保持器との間に配置された縫合糸開口部と、を有し、
　前記針先端部が、前記プラグ部が前記針本体の前記第１端部に着座しかつ前記先端部タ
ブが前記タブ溝に長手方向に整列するように、前記針本体の前記第１端部に対して配置さ
れ、かつ
　前記針先端部が、前記タブ溝の中へ向かう前記先端部タブの塑性変形によって前記針本
体に対して固定され、
　前記縫合糸が、前記針本体の前記縫合糸開口部の中へ延びてその中に固定される、
　ことを特徴とする
　針・縫合糸アセンブリ。
【請求項２０】
　前記針本体が管状部材であることを特徴とする、請求項１９に記載の針・縫合糸アセン
ブリ。
【請求項２１】
　前記管状部材が円周壁をふくみ、かつ
　前記先端部タブ及び前記保持器が前記管状体の前記円周壁に形成される、ことを特徴と
する、
　請求項２０に記載の針・縫合糸アセンブリ。
【請求項２２】
　前記針本体が縫合糸孔及び縫合糸保持タブを形成し、前記縫合糸が前記縫合糸孔を通過
して延び、前記縫合糸保持タブが前記管状体の内部へ向かって塑性変形して、前記縫合糸
を前記針本体内に固定することを特徴とする、請求項２０に記載の針・縫合糸アセンブリ
。
【請求項２３】
　哺乳類の体内で使用される内視鏡縫合システムであって、
　ａ）近位端と遠位端と前記近位端から前記遠位端まで内視鏡手術器具を通過させるため
の内部器具チャネルとを有する内視鏡と、
　ｂ）内視鏡縫合装置であって、
　　ｉ）前記内視鏡の前記遠位端において取付け可能なエンドエフェクタアセンブリであ
って、前記エンドエフェクタアセンブリが、
　　　前記内視鏡の前記遠位端に対して連結可能なベースと、
　　　前記ベースに対して回転可能な針保持アームであって、前記針保持アームが１つの
軸を形成する直線的な針連結先端部を有する、針保持アームと、
　　　前記ベース及び前記針保持アームに連結されたリンク機構と、
　　を含む、エンドエフェクタアセンブリと、
　　ｉｉ）前記内視鏡を介して又はこれに近接させて前記哺乳類の体内に挿入できる遠位
端部を有する可撓性伝達部材であって、前記可撓性伝達部材の前記遠位端部が前記リンク
機構に連結され、前記可撓性伝達部材が前記哺乳類の体外からの操作によって作動され、
前記可撓性伝達部材が作動されると、前記リンク機構が前記針保持アームを回転させる、
可撓性伝達部材と、
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　を含む内視鏡縫合装置と、
　ｃ）鋭利な第１端部と、反対側の端部と、を有する針と、
　ｄ）第１端部と第２端部とを有する縫合糸であって、前記第１端部が前記針に固定され
る、縫合糸と、
　ｅ）針捕捉システムと、
　を備え、
　前記内視鏡縫合システムは、
　前記針が、直線的であり、前記鋭利な端部に近接する円周の捕捉凹部と、前記針に対し
て前記針保持アームを同軸的に受け入れ保持する保持構造体を備える反対側の第２端部と
、を有し、前記針保持アームが、前記針保持アームの前記針連結先端部から離れる方向の
かつ前記針連結先端部の前記軸と同軸の長手方向の第１力を加えることによって、前記保
持構造体内での保持から外され、
　前記針捕捉システムが、前記内視鏡の前記器具チャネルを介して延びる可撓性シャフト
と、前記シャフトの遠位端に設置された捕捉装置と、前記シャフトの近位端に設置され前
記哺乳類の体外から操作可能なハンドルと、を有し、前記ハンドルの操作によって前記捕
捉装置が係合解除形態と係合形態との間で移動し、
　前記係合解除形態において、前記捕捉装置が前記針の前記鋭利な第１端部を受け入れる
用意がありかつ前記捕捉装置が少なくとも前記長手方向の第１力と同じ大きさの長手方向
の力を前記針に加えず、
　前記係合形態において、前記針保持アームを前記捕捉装置から離れる方向に回転させた
とき前記捕捉装置内に前記針を保持する力が少なくとも前記長手方向の第１力と同じ大き
さであるように、前記捕捉装置が前記針の前記捕捉凹部と係合して、前記針が前記捕捉装
置内に保持される、
　ことを特徴とする、内視鏡縫合システム。
【請求項２４】
　前記針保持アームが、溝を形成する低減直径部と前記保持構造体内に受け入れられる先
細端部とを有することを特徴とする、請求項２３に記載の内視鏡縫合システム。
【請求項２５】
　内視鏡と共に使用され前記内視鏡の器具チャネルを介して挿入される大きさを持つ針捕
捉装置であって、前記針捕捉装置が、
　ａ）近位端と遠位端とを有する可撓性管状部材と、
　ｂ）近位端と遠位端とを有する可撓性シャフトであって、前記シャフトが前記管状部材
を貫通する、可撓性シャフトと、
　ｃ）前記シャフト及び管状部材を相互に対して長手方向に変位するための近位ハンドル
と、
　を備え、
　前記針捕捉装置は、
　ｄ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、遠位端とを有するハウジ
ングと、
　ｅ）前記ハウジング内の３つの剛性管状部材であって、
　　ｉ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、前記ハウジングの前記
遠位端に固定された遠位端と、外側管状体の内部へ向かって塑性変形した少なくとも１つ
の連結タブと、前記外側管状体の内部へ向かって塑性変形したラッチタブと、前記ラッチ
タブから近位方向へ変位しかつ前記外側管状体の内部へ延びるラッチ解除タブとを有する
剛性外側管状部材であって、前記ラッチ解除タブを半径方向外向きに弾性的に移動させる
ことによって前記ラッチタブを半径方向外向きに変位できる、剛性外側管状部材と、
　　ｉｉ）前記外側管状部材内に同軸的に設置された剛性中間管状部材であって、前記中
間管状部材が、前記可撓性シャフトの前記遠位端に固定された近位端と、遠位端と、前記
近位端と遠位端との間に延在する壁と、前記近位端と前記遠位端との間の前記壁に形成さ
れた少なくとも１つの長手方向に延びるスロットと、を有する、剛性中間管状部材と、



(6) JP 2014-519880 A5 2015.6.25

　　ｉｉｉ）前記中間管状部材内に同軸的に設置された剛性内側管状部材であって、前記
内側管状部材が、遠位端と近位端とを有し、少なくとも１つの連結スロットを形成する、
剛性内側管状部材と、
　を含み、
　　前記中間管状部材の前記少なくとも１つの長手方向に延びるスロットの各々が、前記
内側管状部材の前記少なくとも１つの連結スロットの長さより長く、
　　前記少なくとも１つの連結タブが塑性変形して前記中間管状部材の前記少なくとも１
つの長手方向へ延びるスロットを通過して前記少なくとも１つの連結スロットの中へ延び
て、前記外側管状部材に対して前記内側管状部材の位置を固定し、
　　前記中間管状部材が、前記近位ハンドルの操作に反応して前記外側及び内側管状部材
に対して長手方向へ変位可能であり、前記外側管状部材内で前記中間管状部材を長手方向
に遠位へ変位させるための前記近位ハンドルの操作によって、前記中間管状部材の一部が
前記ラッチ解除タブを半径方向外向きに弾性的に移動させて、前記ラッチタブを半径方向
外向きに変位させる、
　３つの剛性管状部材と、
　を備える、ことを特徴とする、
　針捕捉装置。
【請求項２６】
　前記可撓性管状部材が外径を有し、前記ハウジングが、前記可撓性管状部材の前記外径
よりも大きい外径を有することを特徴とする、請求項２５に記載の針捕捉装置。
【請求項２７】
　前記ハウジングが、外面と、前記外面の周りに放射状に配列されたフライトとスペース
の交互の配列体を含むことを特徴とする、請求項２５に記載の針捕捉装置。
【請求項２８】
　前記ハウジングが２組の前記フライト及びスペースを含み、第１組が前記ハウジングの
前記遠位端に設置され、第２組が前記ハウジングの前記近位端に設置されることを特徴と
する、請求項２７に記載の針捕捉装置。
【請求項２９】
　さらに、
　鋭利先端部と前記先端部に近接する捕捉凹部とを有する針と、前記針に固定された一端
を有する縫合糸とを含む、外科用針アセンブリを備え、
　前記針アセンブリが、前記先端部を先頭とする向きで前記ハウジングの中へ導入される
とき、前記針の先端部が前記内側管状部材の前記遠位端内において中心に配置され、
　前記中間管状部材が前記外側管状部材内で相対的に近位に変位するとき、前記ラッチタ
ブが前記捕捉凹部に係合して、前記ハウジングに対して前記針を保持し、
　前記中間管状部材が前記外側管状部材内で相対的に遠位に変位するとき、前記ラッチタ
ブが前記捕捉凹部から外れる、
　ことを特徴とする、請求項２５に記載の針捕捉装置。
【請求項３０】
　さらに、
　鋭利先端部と前記先端部に近接する捕捉凹部とを有する針と、前記針に固定された一端
を有する縫合糸とを含む、外科用針アセンブリを備え、
　前記針アセンブリが、前記先端部を先頭とする向きで前記ハウジングの中へ導入される
とき、前記針の先端部が、前記内側管状部材の前記遠位端内において中心に配置され、
　前記ハウジングが、外面と、前記外面の周りに放射状に配列されたフライトとスペース
の交互の配列体を含み、前記スペースの幅が、前記スペースを長手方向に貫通する縫合糸
を受け入れる大きさを持つ、
　ことを特徴とする、請求項２５に記載の針捕捉装置。
【請求項３１】
　外科用針と共に使用される内視鏡針交換システムであって、
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　ａ）近位端と、円周を形成する遠位端と、第１直径及び遠位端を持つ器具チャネルとを
有する内視鏡であって、前記内視鏡が、体外から操作しながら哺乳類の体内の自然孔の中
へ挿入されるサイズを持つ、内視鏡と、
　ｂ）針捕捉装置と、
　を備え、
　前記針捕捉装置は、
　　ｉ）近位端と遠位端とを有する可撓性管状部材と、
　　ｉｉ）近位端と遠位端とを有する可撓性シャフトであって、前記シャフトが前記管状
部材を貫通する、可撓性シャフトと、
　　ｉｉｉ）前記シャフト及び管状部材を相互に対して長手方向へ変位するための近位ハ
ンドルと、
　　ｉｖ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、遠位端と、内部と、
外面と、前記外面の周りに放射状に配列されたフライト及びスペースの交互の配列体とを
有するハウジングであって、前記ハウジングを前記器具チャネルと同軸の向きにするよう
に前記フライトが前記器具チャネルの前記遠位端内にぴったりと受け入れられる寸法を持
つ、ハウジングと、
　　ｖ）前記可撓性シャフトに連結された第１要素と前記可撓性管状部材に連結された第
２要素とを有する、前記ハウジングの前記内部内の捕捉機構であって、前記第１及び第２
要素の第１形態において、前記捕捉機構が提供される前記針を前記器具チャネルの前記遠
位端の中に受け入れ前記針を保持し、前記第１及び第２要素の第２形態において、前記捕
捉機構が前記針を前記器具チャネルから解除する、捕捉機構と、
　を備えることを特徴とする、
　内視鏡針交換システム。
【請求項３２】
　前記第２形態において、前記第１及び第２要素が前記第１形態に対して長手方向に変位
することを特徴とする、請求項３１に記載の針交換システム。
【請求項３３】
　前記捕捉機構が、
　Ａ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、前記ハウジングの前記遠
位端に固定された遠位端と、外側管状体の内部へ向かって塑性変形した少なくとも１つの
連結タブと、前記外科用針の捕捉凹部と係合するために前記外側管状体の内部へ向かって
塑性変形したラッチタブと、前記ラッチタブから近位方向へ変位しかつ前記外側管状体の
内部へ延びるラッチ解除タブとを有する剛性外側管状部材であって、前記ラッチ解除タブ
が半径方向外向きに弾性的に移動して、前記ラッチタブを半径方向外向きに変位させる、
剛性外側管状部材と、
　Ｂ）前記外側管状部材内に同軸的に設置された剛性中間管状部材であって、前記中間管
状部材が、前記可撓性シャフトの前記遠位端に固定された近位端と、遠位端と、前記近位
端と遠位端との間に延在する壁と、前記近位端と前記遠位端との間の前記壁に形成された
少なくとも１つの長手方向に延びるスロットとを有する、剛性中間管状部材と、
　Ｃ）前記中間管状部材内に同軸的に設置された剛性内側管状部材であって、前記内側管
状部材が近位端と遠位端を有し、少なくとも１つの連結スロットを形成する、剛性内側管
状部材と、
　を備え、
　前記中間管状部材の前記少なくとも１つの長手方向に延びるスロットの各々が、前記内
側管状部材の前記少なくとも１つの連結スロットの長さより長く、
　前記少なくとも１つの連結タブが塑性変形して、前記中間管状部材の前記少なくとも１
つの長手方向に延びるスロットを通過して前記少なくとも１つの連結スロットの中へ延び
て、前記外側管状部材に対する前記内側管状部材の位置を固定しながら、前記近位ハンド
ルの操作に反応して前記中間管状部材が前記外側管状部材及び内側管状部材に対して長手
方向へ変位できるようにし、
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　前記外側管状部材内において前記中間管状部材を長手方向に遠位へ移動させるための前
記近位ハンドルの操作によって、前記中間管状部材の一部が前記ラッチ解除タブを半径方
向外向きに弾性的に移動させて、前記ラッチタブを半径方向外向きに変位させる、
　ことを特徴とする、
　請求項３１に記載の針交換システム。
【請求項３４】
　さらに、
　鋭利先端部と前記先端部に近接する捕捉凹部を有する前記外科用針と、前記針に固定さ
れた一端を有する縫合糸とを備え、
　前記針が先端部を先頭とする向きで前記ハウジングに導入されたとき、前記針の先端部
が前記内側管状部材の前記遠位端内の中心に配置され、
　前記ラッチタブを前記捕捉凹部から解除する、
　ことを特徴とする、請求項３３に記載の針交換システム。
【請求項３５】
　外科用針と共に使用される内視鏡針システムであって、
　ａ）ハンドルを持つ近位端と、円周を形成する遠位端と、第１長さ及び第１直径を持つ
器具チャネルと、を有する内視鏡であって、前記内視鏡が、体外から操作しながら、哺乳
類の体内の自然孔の中へ挿入される大きさを持つ、内視鏡と、
　ｂ）針捕捉装置であって、
　　ｉ）近位端と遠位端とを有する可撓性管状部材と、
　　ｉｉ）近位端と遠位端とを有する可撓性シャフトであって、前記シャフトが前記管状
部材を貫通する、可撓性シャフトと、
　　ｉｉｉ）前記シャフト及び管状部材を相互に対して長手方向へ変位させるための近位
ハンドルと、
　を備える、針捕捉装置と、
　を備え、
　前記針捕捉装置が、更に、
　　ｉｖ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、遠位端と、内部と、
ハウジングが前記器具チャネルと同軸の向きになるように前記器具チャネルの前記遠位端
内にぴったりと受け入れられる寸法を持つ外面と、を有する前記ハウジングと、
　　ｖ）前記可撓性シャフトに連結された第１要素と前記可撓性管状部材に連結された第
２要素とを有する、前記ハウジングの前記内部内の捕捉機構であって、前記第１及び第２
要素が互いに同軸に配置されており、前記第１及び第２要素の第１形態において、前記捕
捉機構が提供された前記針を前記器具チャネルの前記遠位端の中に受け入れ前記針を保持
し、前記第１及び第２要素の第２形態において、前記捕捉機構が前記針を前記器具チャネ
ルから解除する、捕捉機構と、
　を備え、
　前記可撓性シャフト及び前記可撓性管状部材の前記長さが、前記針捕捉装置が前記内視
鏡の前記器具チャネルの中へ完全に挿入されたとき、前記器具チャネルの前記遠位端から
突出することなく前記ハウジングの前記遠位端を前記器具チャネルの前記遠位端内に配置
するように選択される、
　ことを特徴とする、内視鏡針システム。
【請求項３６】
　前記ハウジングが、外面と、前記外面の周りに放射状に配列されたフライト及びスペー
スの交互の配列体とを含むことを特徴とする、請求項３５に記載の針交換システム。
【請求項３７】
　さらに、
　鋭利先端部と前記先端部に近接する捕捉凹部を有する前記外科用針と、前記針に固定さ
れた一端を有する縫合糸と、
　を備える、請求項３５に記載の針交換システム。
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【請求項３８】
　前記捕捉機構が、
　Ａ）前記可撓性管状部材の前記遠位端に固定された近位端と、前記ハウジングの前記遠
位端に固定された遠位端と、外側管状体の内部へ向かって塑性変形した少なくとも１つの
連結タブと、前記外科用針の捕捉凹部と係合するために前記外側管状体の内部へ向かって
塑性変形したラッチタブと、前記ラッチタブから近位方向へ変位しかつ前記外側管状体の
内部へ延びるラッチ解除タブとを有する剛性外側管状部材であって、前記ラッチ解除タブ
を半径方向外向きに弾性的に移動させることによって前記ラッチタブを半径方向外向きに
変位できる、剛性外側管状部材と、
　　Ｂ）前記外側管状部材内に同軸的に設置された剛性中間管状部材であって、前記中間
管状部材が、前記可撓性シャフトの前記遠位端に固定された近位端と、遠位端と、前記近
位端と遠位端との間に延在する壁と、前記近位端と前記遠位端との間の前記壁に形成され
た少なくとも１つの長手方向に延びるスロットと、を有する、剛性中間管状部材と、
　　Ｃ）前記中間管状部材内に同軸的に設置された剛性内側管状部材であって、前記内側
管状部材が、遠位端と近位端とを有し、少なくとも１つの連結スロットを形成する、剛性
内側管状部材と、
　を含み、
　　前記中間管状部材の前記少なくとも１つの長手方向に延びるスロットの各々が、前記
内側管状部材の前記少なくとも１つの連結スロットの長さより長く、
　　前記少なくとも１つの連結タブが塑性変形して、前記中間管状部材の前記少なくとも
１つの長手方向へ延びるスロットを通過して前記少なくとも１つの連結スロットの中へ延
びて、前記外側管状部材に対して前記内側管状部材の位置を固定しながら、前記近位ハン
ドルの操作に反応して前記外側及び内側管状部材に対して前記中間管状部材が長手方向へ
変位できるようにし、
　　前記外側管状部材内で前記中間管状部材を長手方向に遠位へ変位させるための前記近
位ハンドルの操作によって、前記中間管状部材の一部が前記ラッチ解除タブを半径方向外
向きに弾性的に移動させて、前記ラッチタブを半径方向外向きに変位させる、
　ことを特徴とする、請求項３５に記載の針交換システム。
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